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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
２つの部品を着脱自在に連結するクロージャ装置（１）であって、
－　互いに離間し、かつその間に中間空間（２２）を形成する少なくとも２つの第１磁石
部（２１）を有する第１クロージャ部（２）と、
－　少なくとも１つの第２磁石部（３１）を有する第２クロージャ部（３）と、
を備え、
　前記第１クロージャ部（２）および前記第２クロージャ部（３）は、前記クロージャ装
置（１）が、前記少なくとも１つの第２磁石部（３１）が前記中間空間（２２）に少なく
とも部分的に収容される閉じ位置を取るように、閉じ方向（Ｚ）に互いに接するように配
置することが可能であり、
　前記閉じ位置において、前記閉じ方向（Ｚ）と実質的に垂直な方向を向く吸引磁力（Ｋ
１，Ｋ２）が、一方では前記少なくとも１つの第２磁石部（３１）と、他方では前記中間
空間（２２）を形成している前記少なくとも２つの第１磁石部（２１）のそれぞれと、の
間に作用するクロージャ装置（１）において、
　前記第１クロージャ部（２）は少なくとも１つの第１形状結合部（２３）を有し、前記
第２クロージャ部（３）は少なくとも１つの第２形状結合部（３３）を有し、前記閉じ位
置において、前記少なくとも１つの第１形状結合部（２３）および前記少なくとも１つの
第２形状結合部（３３）が、互いに形状結合して、前記クロージャ部（２，３）が前記閉
じ方向（Ｚ）と平行に互いに対して相対移動することを防止し、
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　前記少なくとも１つの第１形状結合部（２３）は傾斜して閉じ方向（Z）に延びている
第１形状結合面（２３１）を、および前記少なくとも１つの第２形状結合部（３３）は傾
斜して閉じ方向（Z）に延びている第２形状結合面（３３１）を、有しており、
　前記第１形状結合面（２３１）と前記第２形状結合面（３３１）とは、閉じ位置におい
て形状結合により互いに接していることを特徴とするクロージャ装置（１）。
【請求項２】
　請求項１に記載のクロージャ装置（１）において、前記第１クロージャ部（２）が、互
いに等間隔で離間した複数の第１磁石部（２１）を有し、各場合において、２つの第１磁
石部（２１）がその間に、前記閉じ位置において、前記少なくとも１つの第２磁石部（３
１）を少なくとも部分的に収容するように構成された中間空間（２２）を形成しているこ
とを特徴とするクロージャ装置（１）。
【請求項３】
　２つの部品を着脱自在に連結するクロージャ装置（１）であって、
－　少なくとも１つの第１磁石部（２１）および少なくとも１つの第１形状結合部（２３
）を有する第１クロージャ部（２）と、
－　少なくとも１つの第２磁石部（３１）および少なくとも１つの第２形状結合部（３３
）を有する第２クロージャ部（３）と、
　を備え、
　前記第１クロージャ部（２）および前記第２クロージャ部（３）は、前記クロージャ装
置（１）が、前記少なくとも１つの第１磁石部（２１）と前記少なくとも１つの第２磁石
部（３１）の間に閉じ方向（Ｚ）と実質的に垂直な方向を向く吸引磁力（Ｋ１，Ｋ２）が
作用する閉じ位置を取るように、前記閉じ方向（Ｚ）に互いに接するように配置すること
が可能であり、
　さらに、前記閉じ位置において、前記少なくとも１つの第１形状結合部（２３）および
前記少なくとも１つの第２形状結合部（３３）は、互いに形状結合によって係合して、前
記クロージャ部（２，３）が前記閉じ方向（Ｚ）と平行に互いに対して相対移動すること
を防止するクロージャ装置（１）において、
　前記磁石部（２１，３１）の少なくとも一方は、非矩形状の平行四辺形の形状の断面を
有しており、前記第１形状結合部（２３）および／または前記第２形状結合部（３３）は
、前記閉じ方向（Ｚ）に対して傾斜して延びる前記磁石部（２１，３１）の面によって形
成されていることを特徴とするクロージャ装置（１）。
【請求項４】
　請求項３に記載のクロージャ装置（１）において、前記磁石部（２１，３１）の少なく
とも一方は、断面が非矩形状の平行四辺形の形状である永久磁石（２１１，３１１）を備
えることを特徴とするクロージャ装置（１）。
【請求項５】
　請求項１に記載のクロージャ装置（１）において、前記クロージャ部（２，３）の少な
くとも一方に、少なくとも１つの第１案内部（２４，３４）が設けられており、この第１
案内部（２４、３４）は、前記クロージャ部（２，３）が互いに接するように配置された
とき、前記閉じ方向（Ｚ）と垂直な方向への互いに対する前記クロージャ部（２，３）の
相対移動（Ｒ２）をプリセットして、前記少なくとも１つの第１形状結合部（２３）およ
び前記少なくとも１つの第２形状結合部（３３）を互いに形状結合によって係合させるよ
うに構成されていることを特徴とするクロージャ装置（１）。
【請求項６】
２つの部品を着脱自在に連結するクロージャ装置（１）であって、
－　互いに離間し、かつその間に中間空間（２２）が形成されている少なくとも２つの第
１磁石部（２１）および少なくとも１つの第１形状結合部（２３）を有する第１クロージ
ャ部（２）と、
－　少なくとも１つの第２磁石部（３１）および少なくとも１つの第２形状結合部（３３
）を有する第２クロージャ部（３）と、
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　を備え、
　前記第１クロージャ部（２）および前記第２クロージャ部（３）は、前記クロージャ装
置（１）が、前記少なくとも１つの第１磁石部（２１）と前記少なくとも１つの第２磁石
部（３１）の間に閉じ方向（Ｚ）と実質的に垂直な方向を向く吸引磁力（Ｋ１，Ｋ２）が
作用する閉じ位置を取るように、前記閉じ方向（Ｚ）に互いに接するように配置し、かつ
前記閉じ方向（Ｚ）と垂直に適用されるせん断力を加えることが可能であり、
　前記少なくとも１つの第２磁石部（３１）は、少なくとも部分的に前記中間空間（２２
）に収容されており、
　一方では前記少なくとも１つの第２磁石部（３１）と、他方では前記中間空間（２２）
を形成している前記少なくとも２つの第１磁石部（２１）の各々と、の間の閉じ位置にお
いて、本質的にＺ方向に垂直に向けられた磁力（Ｋ１，Ｋ２）を作用させ、
　さらに、前記閉じ位置において、前記少なくとも1つの第1形状結合部（２３）および前
記少なくとも1つの第２形状結合部（３３）は、互いに形状結合によって係合して、前記
クロージャ部（２，３）が前記閉じ方向（Ｚ）と平行に互いに対して相対移動することを
防止するクロージャ装置（１）において、
　前記クロージャ部（２，３）の少なくとも一方に、少なくとも１つの第１案内部（２４
，３４）が設けられており、前記第１案内部（２４、３４）は、前記クロージャ部（２，
３）が互いに接するように配置されたとき、前記閉じ方向（Ｚ）と垂直な方向への互いに
対する前記クロージャ部（２，３）の相対移動（Ｒ２）をプリセットして、前記少なくと
も１つの第１形状結合部（２３）および前記少なくとも１つの第２形状結合部（３３）を
互いに形状結合によって係合させるように構成されており、
　前記少なくとも１つの第１磁石部（２１）および前記少なくとも１つの第２磁石部（３
１）が互いに続けて、かつ前記閉じ位置に移行させるために生じるせん断力が作用する方
向と同一線上に配置されていることを特徴とするクロージャ装置（１）。
【請求項７】
　請求項６に記載のクロージャ装置（１）において、前記磁石部（２１，３１）の少なく
とも一方は、非矩形状の平行四辺形の形状の断面を有しており、前記第１形状結合部（２
３）および／または前記第２形状結合部（３３）は、前記閉じ方向（Ｚ）に対して傾斜し
て延びる前記磁石部（２１，３１）の面によって形成されていることを特徴とするクロー
ジャ装置（１）。
【請求項８】
　請求項６に記載のクロージャ装置（１）において、前記少なくとも１つの第１案内部（
２４，３４）は、前記閉じ方向（Ｚ）に対して傾斜して延びる前記
磁石部（２１，３１）の面によって形成されていることを特徴とするクロージャ装置（１
）。
【請求項９】
　２つの部品を着脱自在に連結するクロージャ装置（１）であって、
－　互いから間隔を置いて、互いの間に一つの中間空間（２２）を形成する少なくとも２
つの第１磁石部（２１）、および少なくとも１つの第１形状結合部（２３）を有する第１
クロージャ部（２）と、
－　少なくとも１つの第２磁石部（３１）および少なくとも１つの第２形状結合部（３３
）を有する第２クロージャ部（３）と、
　を備え、　前記第１クロージャ部（２）と前記第２クロージャ部（３）は、閉じ方向（
Ｚ）に沿って互いに接して、前記クロージャ装置（１）は閉位置をとり、
　前記少なくとも１つの第2磁石部（３１）は、前記中間空間（２２）に少なくとも部分
的に収容され、
　閉位置において、一方では、前記少なくとも1つの第2磁石部（３１）と、他方では、前
記中間空間（２２）を形成する前記少なくとも２つの第1の磁石部（２１）のいずれもと
、それぞれ、本質的に閉じ方向（Ｚ）に垂直に向けられた吸引磁力（Ｋ１,Ｋ２）を作用
させ、
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　さらに、前記閉じ位置において、前記少なくとも１つの第１形状結合部（２３）および
前記少なくとも１つの第２形状結合部（３３）は、互いに形状結合によって係合して、前
記クロージャ部（２，３）が前記閉じ方向（Ｚ）と平行に互いに対して相対移動すること
を防止するクロージャ装置（１）において、
　　少なくとも一方のクロージャ部（２，３）に、少なくとも１つの第１案内部（２４，
３４）および少なくとも１つの第２案内部（２７，３７）が設けられており、
　前記少なくとも１つの第２案内部（２７，３７）は、前記クロージャ部（２，３）が互
いに接するように配置されたとき、前記閉じ方向（Ｚ）と垂直な方向への互いに対する前
記クロージャ部（２，３）の第１の相対移動（Ｒ１）をプリセットして、それぞれの他方
のクロージャ部（３，２）を前記少なくとも１つの第１案内部（２４，３４）と接触させ
るように構成されており、
　前記少なくとも１つの第１案内部（２４，３４）は、前記クロージャ部（２，３）が互
いに接するように配置されたとき、前記閉じ方向（Ｚ）と垂直な方向への互いに対する前
記クロージャ部（２，３）の第２の相対移動（Ｒ２）をプリセットして、前記少なくとも
１つの第１形状結合部（２３）および前記少なくとも１つの第２形状結合部（３３）を互
いに形状結合によって係合させるように構成されていることを特徴とするクロージャ装置
（１）。
【請求項１０】
　請求項９に記載のクロージャ装置（１）において、前記少なくとも１つの第１案内部（
２４，３４）は、前記閉じ方向（Ｚ）に対して傾斜して延びる少なくとも１つの第１案内
面（２４１，３４１）を備え、および／または前記少なくとも１つの第２案内部（２７，
３７）は、前記閉じ方向（Ｚ）に対して傾斜して延びる少なくとも１つの第２案内面（２
７１，３７１）を備えることを特徴とするクロージャ装置（１）。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のクロージャ装置（１）において、それぞれの他方のクロージャ部（
３，２）は、前記第１案内面（２４１，３４１）の上をスライドする少なくとも１つの第
１接触部（３５，２５）、および／または前記第２案内面（２７１，３７１）の上をスラ
イドする少なくとも１つの第２接触部（３６，２６）を有することを特徴とするクロージ
ャ装置（１）。
【請求項１２】
　請求項６に記載のクロージャ装置（１）において、前記少なくとも１つの第１形状結合
部（２３）および／または前記少なくとも１つの第２形状結合部（３３）は、前記閉じ方
向（Ｚ）に対して傾斜して延びる形状結合面（２３１，３３１）を有することを特徴とす
るクロージャ装置（１）。
【請求項１３】
　請求項６に記載のクロージャ装置（１）において、前記少なくとも１つの第１形状結合
部（２３）および／または前記少なくとも１つの第２形状結合部（３３）は、それぞれの
前記クロージャ部（２，３）におけるアンダーカットによって形成されていることを特徴
とするクロージャ装置（１）。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のクロージャ装置（１）において、それぞれの前記クロージャ部（２
，３）におけるアンダーカットによって形成された前記第１形状結合部（２３）および／
または前記第２形状結合部（３３）は、前記閉じ方向（Ｚ）に対して実質的に垂直に延び
る少なくとも１つの形状結合面を有することを特徴とするクロージャ装置（１）。
【請求項１５】
　請求項６に記載のクロージャ装置（１）において、前記少なくと
も１つの第１磁石部（２１）が、第１磁化方向（Ｍ１）に磁化された少なくとも１つの第
１永久磁石（２１１）を備え、かつ前記少なくとも１つの第２磁石部（３１）が、第２磁
化方向（Ｍ２）に磁化された少なくとも１つの第２永久磁石（３１１）を備えることを特
徴とするクロージャ装置（１）。
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【請求項１６】
　請求項１５に記載のクロージャ装置（１）において、前記クロージャ装置（１）の前記
閉じ位置において、前記少なくとも１つの第１磁石部（２１）および前記少なくとも１つ
の第２磁石部（３１）は、前記第１磁化方向（Ｍ１）および前記第２磁化方向（Ｍ２）が
互いに平行、かつ前記閉じ方向（Ｚ）と実質的に垂直な方向を向くように設けられている
ことを特徴とするクロージャ装置（１）。
【請求項１７】
　請求項１６に記載のクロージャ装置（１）において、前記クロージャ装置（１）の前記
閉じ位置において、前記少なくとも１つの第１磁石部（２１）および前記少なくとも１つ
の第２磁石部（３１）は、前記第１磁化方向（Ｍ１）および前記第２磁化方向（Ｍ２）に
対して続けて配置されていることを特徴とするクロージャ装置（１）。
【請求項１８】
　請求項１５に記載のクロージャ装置（１）において、前記磁石部（２１，３１）の少な
くとも一方および／または前記永久磁石（２１１，３１１）の少なくとも一方は、非矩形
状の平行四辺形の形状の断面を有することを特徴とするクロージャ装置（１）。
【請求項１９】
　請求項１５に記載のクロージャ装置（１）において、前記第１クロージャ部（２）およ
び前記第２クロージャ部（３）は、前記第１永久磁石（２１１）および前記第２永久磁石
（３１１）のそれぞれの前記磁化方向（Ｍ１，Ｍ２）は別にして構造的に同じに形成され
ていることを特徴とするクロージャ装置（１）。
【請求項２０】
　請求項６に記載のクロージャ装置（１）において、前記第２クロージャ部（３）は、互
いに等間隔で離間した複数の第２磁石部（３１）を備え、各場合において、２つの第２磁
石部（３１）がその間に、前記閉じ位置において、前記少なくとも１つの第１磁石部（２
１）を少なくとも部分的に収容するように構成された中間空間（３２）を形成しているこ
とを特徴とするクロージャ装置（１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に、請求項１の前提部に記載の２つの部品を着脱自在に連結するクロージ
ャ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　こうしたクロージャ装置は、互いに離間した２つの第１磁石部を有し、かつその間に中
間空間を形成する少なくとも第１クロージャ部と、少なくとも１つの第２磁石部を有する
第２クロージャ部とを備えている。前記第１クロージャ部および前記第２クロージャ部は
、前記クロージャ装置が、前記少なくとも１つの第２磁石部が前記中間空間に少なくとも
部分的に収容される閉じ位置を取るように、閉じ方向に互いに接するように配置すること
が可能である。前記閉じ位置において、前記閉じ方向と実質的に垂直な方向を向く吸引磁
力が、一方では、前記少なくとも１つの第２磁石部と、他方では、前記中間空間を形成し
ている前記少なくとも２つの第１磁石部のそれぞれとの間に作用する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　クロージャ装置には、しばしば起こる課題として、一方では、開閉する動作を簡易なも
のとし、かつ、他方では、クロージャ装置が意図せず開いてしまうことがない確実な閉じ
位置を保証するという課題がある。
【０００４】
　この課題は、最初に記載される本発明の第１の態様に従って、請求項１の特徴部の構成
を有するクロージャ装置によって達成される。
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【課題を解決するための手段】
【０００５】
　よって、前記第１クロージャ部は少なくとも１つの第１形状結合部を有し、前記第２ク
ロージャ部は少なくとも１つの第２形状結合部を有し、前記閉じ位置において、前記少な
くとも１つの第１形状結合部および前記少なくとも１つの第２形状結合部が、互いに形状
結合によって係合して、前記クロージャ部が前記閉じ方向と平行に互いに対して相対移動
することを防止する。換言すれば、一方の側の前記第１クロージャ部の形状結合部と他方
の側の第２クロージャ部の形状結合部は、前記閉じ方向に対して形状結合することによっ
て、前記閉じ位置において互いに係合する。
【０００６】
　前記２つのクロージャ部の形状結合により、前記クロージャ装置の前記閉じ位置におい
て確実な連結が得られる。また、これにより、前記クロージャ部に作用するせん断力を吸
収することが可能である。
【０００７】
　好ましくは、前記クロージャ部は、実質的に剛体として形成することができる。
例えば、前記クロージャ部は、少なくとも部分的にナイロン材料で構成してもよい。
【０００８】
　１つの実施形態において、前記少なくとも１つの第１形状結合部および／または前記少
なくとも１つの第２形状結合部は、前記閉じ方向に対して傾斜して延びる形状結合面を有
する。前記閉じ位置において、それぞれ他方の形状結合部における補完的な形状結合面は
、傾斜した前記形状結合面にアンダーカットによって係合することができる。
【０００９】
　他の実施形態において、前記第１形状結合部および／または前記第２形状結合部は、そ
れぞれの前記クロージャ部における機械的なアンダーカットによって形成されている。前
記第１形状結合部および／または前記第２形状結合部は、１つの変形例において、前記閉
じ方向と実質的に垂直に延びる少なくとも１つの形状結合面を有していてもよい。
【００１０】
　更なる変形例によれば、前記クロージャ部の少なくとも一方に、少なくとも１つの第１
案内部が設けられており、この第１案内部は、前記クロージャ部が互いに接するように配
置されたとき、前記閉じ方向と垂直な方向への互いに対する前記クロージャ部の相対移動
をプリセット(vorgeben)して、前記少なくとも１つの第１形状結合部および前記少なくと
も１つの第２形状結合部を互いに形状係合によって係合させるように構成されている。
【００１１】
　１つの変形例において、第１磁石部および第２磁石部が複数設けられる。前記クロージ
ャ装置の前記閉じ位置において、前記第２磁石部は、２つの第１磁石部の間にそれぞれ形
成された複数の中間空間によって少なくとも部分的に収容されてもよい。
【００１２】
　上記の課題は、本発明の第２の態様、第３の態様および第４の態様に係るクロージャ装
置によっても達成される。本発明のこれらの更なる態様はそれぞれ、２つの部品を着脱自
在に連結するクロージャ装置であって、少なくとも１つの第１磁石部および少なくとも１
つの形状結合部を有する第１クロージャ部と、少なくとも１つの第２磁石部および少なく
とも１つの第２形状結合部を有する第２クロージャ部とを備えるクロージャ装置に関する
。前記第１クロージャ部および前記第２クロージャ部は、前記クロージャ装置が、前記少
なくとも１つの第１磁石部と前記少なくとも１つの第２磁石部の間に前記閉じ方向と実質
的に垂直な方向を向く吸引磁力が作用する閉じ位置を取るように、閉じ方向に互いに接す
るように配置可能である。さらに、前記閉じ位置において、前記少なくとも１つの第１形
状結合部および前記少なくとも１つの第２形状結合部は、互いに形状結合によって係合し
て、前記クロージャ部が前記閉じ方向と平行に互いに対して相対移動することを防止する
。
【００１３】
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　本発明の第２の態様によると、前記磁石部の少なくとも１つは、非矩形状の平行四辺形
（nicht rechtwinklige Parallelogram）の形状の断面を有しており、前記第１形状結合
部および／または前記第２形状結合部は、前記閉じ方向に対して傾斜して延びる前記磁石
部の面によって形成されている。特に、少なくとも３つの第１磁石部および結果的に少な
くとも２つの中間空間を有するカスケード式の実施形態(kaskadierten Ausfuehrungsform
)において、この構成により次のような利点が得られる。前記第２クロージャ部が、第１
の中間空間に第２クロージャ部が収容される第１の閉じ位置から外れて、第２の中間空間
に第２クロージャ部が収容される第２の閉じ位置に移動される場合、この移動は、平行四
辺形形状の断面を有する前記磁石部の側面がその形状によって力を偏向させるので、前記
閉じ方向とは反対方向に作用する力によって前記クロージャ装置を開くことなく、前記閉
じ方向Ｚと垂直な方向に加えられる力Ｆによって達成され得る。したがって、前記クロー
ジャ装置は、一方の方向にはブロックされ、他方の方向には容易に調節することが可能な
フリーランニング装置として作用する。
【００１４】
　１つの変形例において、前記磁石部の少なくとも一方は、断面が非矩形状の平行四辺形
の形状である永久磁石を備える。
【００１５】
　本発明の更なる、第３の態様によれば、閉じるためにせん断荷重（Scherlast）が加え
られたとき、前記磁石部は、前記せん断荷重が作用する方向に対して互いに続けて配置さ
れている。
【００１６】
　したがって、本発明の第３の態様によれば、前記第１クロージャ部および前記第２クロ
ージャ部は、前記クロージャ装置が閉じ位置を取るように、前記閉じ方向に互いに接する
ように配置し、かつ前記閉じ方向と垂直に適用されるせん断力を加えることが可能である
。さらに、少なくとも１つの第１案内部は、前記クロージャ部が互いに接するように配置
されたとき、前記閉じ方向と垂直な方向への互いに対する前記クロージャ部の相対移動を
決定して、前記少なくとも１つの第１形状結合部および前記少なくとも１つの第２形状結
合部を互いに形状結合によって係合させるように構成されている。また、少なくとも１つ
の第１磁石部および前記少なくとも１つの第２磁石部が続けて、かつ前記閉じ位置に移行
させるために生じるせん断力が作用する方向と同一線上に配置されている。
【００１７】
　本発明の第４の態様によれば、上記の形式のクロージャ装置において、少なくとも一方
のクロージャ部に、少なくとも１つの第１案内部および少なくとも１つの第２案内部が設
けられている。前記少なくとも１つの第２案内部は、前記クロージャ部が互いに接するよ
うに配置されたとき、前記閉じ方向と垂直な方向への互いに対する前記クロージャ部の相
対移動を決定して、それぞれの他方のクロージャ部を前記少なくとも１つの第１案内部と
接触させるように構成されている。また、前記少なくとも１つの第１案内部は、前記クロ
ージャ部が互いに接するように配置されたとき、前記閉じ方向と垂直な方向への互いに対
する前記クロージャ部の相対移動を決定して、前記少なくとも１つの第１形状結合部およ
び前記少なくとも１つの第２形状結合部を互いに形状結合によって係合させるように構成
されている。
【００１８】
　したがって、前記クロージャ部が互いに接するように配置されたとき、第１のステップ
において、前記クロージャ部の一方は、第１案内部と接触するように、前記第２案内部を
用いて使用方向と垂直に偏向させることが可能である。これにより、前記クロージャ部が
互いに接するように配置されるときに許容性を確保することが可能であり、クロージャ装
置の閉じ動作が簡易化される。
【００１９】
　第２のステップにおいて、前記クロージャ部を、他方のクロージャ部の前記形状結合
部の方向に前記第１案内部に沿って移動させて、その位置で係合させ、前記クロージャ装



(8) JP 6932134 B2 2021.9.8

10

20

30

40

50

置の前記閉じ位置を実現させてもよい。また、前記クロージャ部が互いに接するように配
置されたとき、前記一方のクロージャ部を、前記第２案内部において偏向させずに、前記
他方のクロージャ部の前記第１案内部と直接接触させることも可能である。したがって、
前記第１案内部自体も位置付け動作の許容性に貢献し、これにより、前記クロージャ装置
の簡易な閉じプロセスに貢献する。
【００２０】
　本発明の第４の態様に記載された第２の相対移動は、第１の相対移動と少なくとも部分
的に反対方向に向けられていてもよい。例えば、前記第２クロージャ部は、前記第１の相
対移動の際に、前記第１クロージャ部におけるアンダーカットによって定められる方向と
は反対方向に移動させてもよく、前記第２の相対移動の際に、前記第１クロージャ部にお
けるアンダーカットによって定められる方向に移動させてもよい。
【００２１】
　１つの変形例において、前記少なくとも一方のクロージャ部における前記少なくとも１
つの第１案内部は、前記閉じ方向に対して傾斜して延びる第１案内面を備え、および／ま
たは前記少なくとも１つの第２案内部は、前記閉じ方向に対して傾斜して延びる第２案内
面を備える。それぞれの他方のクロージャ部は、前記第１案内面の上をスライドする少な
くとも１つの第１接触部、および／または前記第２案内面の上をスライドする少なくとも
１つの第２接触部を有していてもよい。
【００２２】
　本発明の上記の４つの態様のそれぞれの典型的な実施形態において、前記第１クロージ
ャ部および／または前記第２クロージャ部は、各延在平面と実質的に平行に延びる基体を
備える。したがって、前記クロージャ装置の前記閉じ位置において、前記閉じ方向は、前
記第１クロージャ部の延在平面および／または前記第２クロージャ部の延在平面と垂直で
ある。
【００２３】
　１つの変形例において、クロージャ部に設けられた少なくとも１つの磁石部および／ま
たはクロージャ部に設けられた少なくとも１つの永久磁石は、前記基体の前記延在平面に
対して傾斜し、かつ形状結合面、案内面および／または接触面を形成する少なくとも１つ
の面を有する。
【００２４】
　上述した本発明の４つの態様は、任意で互いに組み合わせてもよい。
【００２５】
　本発明の上記の態様に従って考え得る実施形態は、添付のサブクレーム（従属請求項）
、ならびに添付の図面およびその説明において示されている。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１Ａ】磁石部および形状結合部を備えるクロージャ装置の典型的な実施形態の拡大斜
視図である。
【図１Ｂ】図１Ａのクロージャ装置の平面図である。
【図１Ｃ】図１Ａのクロージャ装置の断面図である。
【図１Ｄ】図１Ａのクロージャ装置の平面図である。
【図１Ｅ】図１Ａのクロージャ装置の断面図である。
【図１Ｆ】図１Ａのクロージャ装置の平面図である。
【図１Ｇ】図１Ａのクロージャ装置の断面図である。
【図１Ｈ】図１Ａのクロージャ装置の平面図である。
【図１Ｉ】図１Ａのクロージャ装置の断面図である。
【図２Ａ】平行四辺形の断面形状を有する磁石部を備えるクロージャ装置の典型的な実施
形態の拡大斜視図である。
【図２Ｂ】図２Ａのクロージャ装置の平面図である。
【図２Ｃ】図２Ａのクロージャ装置の断面図である。
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【図２Ｄ】図２Ａのクロージャ装置の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　図１Ａから図１Ｉには、磁石部２１，３１および形状結合部（Formschlussabschnitt）
２３，３３を備えるクロージャ装置１の第１の典型的な実施形態が様々な視点から示され
ている。このようなクロージャ装置１は、概して、２つの部品を着脱自在に連結するため
に設けることができる。例えば、このようなクロージャ装置１を衣服または鞄に設けても
よい。
【００２８】
　例えば図１Ａに示されているように、クロージャ装置１は、第１クロージャ部２および
第２クロージャ部３を有し、２つのクロージャ部２，３は閉じ方向Ｚに互いに接するよう
に配置されて、クロージャ装置１を閉じることができる。各クロージャ部２，３は、実質
的に各延在平面ＸＹ，Ｘ’Ｙ’上に延在する基体２０，３０を有する。
【００２９】
　第１クロージャ部２の基体２０には３つの第１磁石部２１が設けられており、各場合に
おいて、２つの隣り合う磁石部２１は、互いに離間しており、それらの間に中間空間２２
を形成している。第２磁石部３１は、第１磁石部２１に面する第２クロージャ部３の基体
３０の側に配置されている。
【００３０】
　図１Ａの拡大図から、各第１磁石部２１が、第１磁化方向Ｍ１に磁化された第１永久磁
石２１１を備え、この第１磁化方向Ｍ１は、各第１永久磁石２１１のＮ極ＮからＳ極Ｓを
向く方向であることが明らかである。それにより、第２磁石部３１も、第２磁化方向Ｍ２
に磁化された第２永久磁石３１１を備え、この第２磁化方向Ｍ２は、第２永久磁石３１１
のＮ極ＮからＳ極Ｓを向く方向である。クロージャ装置１を使用する際、永久磁石２１１
，３１１は、第１磁石部２１および第２磁石部３１にそれぞれ設けられた凹部に配置され
る。
【００３１】
　クロージャ装置１を閉じるためには、クロージャ装置１が図１Ｉに示された閉じ位置を
取るように、第１クロージャ部２および第２クロージャ部３を閉じ方向Ｚに互いに接する
ように配置することができる。閉じ位置において、第１クロージャ部２および第２クロー
ジャ部３の基体２０，３０の各延在平面ＸＹ，Ｘ’Ｙ’は、実質的に互いに平行かつ閉じ
方向Ｚと垂直な方向を向いている。
【００３２】
　閉じ位置において、第２磁石部３１が２つの隣り合う第１磁石部２１の間に形成された
中間空間（Zwischenraum）２２に収容されることが、図１Ｉから明らかである。閉じ方向
Ｚと実質的に垂直な方向を向く吸引磁力Ｋ１，Ｋ２は、Ｎ極ＮおよびＳ極Ｓが互いに向か
い合う方向に従って、一方では第２磁石部３１と、他方では中間空間２２を形成している
２つの第１磁石部２１のそれぞれとの間に作用している。閉じ方向Ｚと垂直な方向に働く
吸引磁力Ｋ１，Ｋ２は、クロージャ装置１を確実に閉じ位置に保持する。
【００３３】
　閉じ位置において吸引磁力Ｋ１，Ｋ２を発生させるために、永久磁石２１１，３１１は
、第１磁化方向Ｍ１および第２磁化方向Ｍ２が互いに平行、かつ閉じ方向Ｚと実質的に垂
直な方向を向くように、各磁石部２１，３１に設けられている。閉じ位置において、磁化
方向Ｍ１，Ｍ２および吸引磁力Ｋ１，Ｋ２は、基体２０，３０の延在平面ＸＹ，Ｘ’Ｙ’
と実質的に平行である。
【００３４】
　以下においてより詳細に説明する図１Ｂから図１Ｉには、あくまでも例示的に考え得る
クロージャ装置１を閉じるプロセスが図示されている。図１Ｂ，図１Ｄ，図１Ｆおよび図
１Ｈにはそれぞれ、図１Ａに記載のクロージャ装置１が図示されており、図１Ｃ，図１Ｅ
，図１Ｇおよび図１Ｉには、それぞれ続けて、各切断線Ａ－Ａに沿った対応の断面図が示
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されている。
【００３５】
　図１Ｂおよび図１Ｃには、クロージャ装置１の開いた状態が示されている。対照的に、
図１Ｈおよび図１Ｉには、クロージャ装置１の閉じ位置が示されている。クロージャ装置
１が閉じるプロセスの間に取り得る中間位置は、図１Ｄから図１Ｇに示されている。
【００３６】
　磁石部２１に加えて、第１クロージャ部２は６つの形状結合部２３を備え、そのうちの
２つがそれぞれ磁石部２１を側方から囲んでおり、各形状結合部は閉じ方向に対して傾斜
した形状結合面（Formschlussflaeche）２３１を有する。３つの形状結合部２３は、磁石
部２１と同様に、第１クロージャ部２の基体２０に一定の間隔を空けて配置されている。
また、第２クロージャ部３は２つの第２形状結合部３３を備え、これらの第２形状結合部
３３は、第１形状結合部２３に対して補完的な形状を有し、かつ第２磁石部３１を側方か
ら囲んでいる。各第２形状結合部は、閉じ方向Ｚに対して傾斜した形状結合面３３１を有
する。
【００３７】
　第１形状結合部２３および第２形状結合部３３は、クロージャ装置１の閉じ位置におい
て互いに形状結合によって係合するように設けられており、閉じ方向Ｚとは反対方向の、
クロージャ部２，３を互いに分離する方向へ向けられた互いに対するクロージャ部２，３
の相対移動を防止する。換言すれば、第１クロージャ部２および第２クロージャ部３の形
状結合部２３，３３は、閉じ位置において、閉じ方向Ｚに対して互いに形状結合によって
係合している（hintergreifen）（図１Ｉを参照）。このため、第１形状結合部２３の傾
斜した形状結合面２３１は、第１クロージャ部２の基体２０に面している。したがって、
第２形状結合部３３の形状結合面３３１は第２クロージャ部３の基体３０に面している。
【００３８】
　２つのクロージャ部２，３を、形状結合部２３，３３を用いて形状結合によって係合す
ることにより、クロージャ装置１の閉じ位置において確実な連結が得られる。これにより
、クロージャ部２，３が閉じ方向Ｚとは反対方向の、クロージャ部２，３を互いに分離す
る方向に向かって相対移動することによってクロージャ装置１が意図せず開いてしまうこ
とが防止される。また、形状結合部２３，３３を互いに形状結合させることにより、閉じ
方向Ｚと垂直な方向にクロージャ部２，３に作用し得る外部のせん断力を吸収することが
可能である。
【００３９】
　他の変形例（図示せず）において、第１形状結合部２３および／または第２形状結合部
３３は、各クロージャ部２，３における典型的なメカニカルアンダーカット（“echten”
 mechanischen Hinterschnitt）によって形成してもよく、第１形状結合部２３および／
または第２形状結合部３３はそれぞれ、閉じ方向Ｚと実質的に垂直に延びる少なくとも１
つの形状結合面を備えていてもよい。
【００４０】
　さらに、各第１案内部２４，３４は、２つのクロージャ部２，３に設けられている。図
示された典型的な実施形態において、第１案内部２４，３４は、磁石部２１，３１を側方
から囲む形状結合部２３，３３において閉じ方向Ｚに対して傾斜して延びる第１案内面２
４１，３４１として構成されている。
【００４１】
　図１Ｇにあくまでも例として図示されているように、第１案内部２４，３４は、クロー
ジャ部２，３を互いに適合させたとき、閉じ方向Ｚと垂直な方向への互いに対するクロー
ジャ部２，３の相対移動Ｒ２を決定して、少なくとも１つの第１形状結合部２３および少
なくとも１つの第２形状結合部３３を互いに形状結合によって係合させるように構成され
ている。この係合は、図１Ｉに示されている閉じ位置に対応する。
【００４２】
　このため、第１クロージャ部２の第１案内面２４１はそれぞれ、第２クロージャ部３の
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第１案内面３４１の上をスライドする第１接触部２５を形成している。反対に、第２クロ
ージャ部３の第１案内面３４１はそれぞれ、第１クロージャ部２の第１案内面２４１の上
をスライドする第１接触部３５を形成している。
【００４３】
　例えば、第２クロージャ部３が、閉じ方向Ｚに第１クロージャ部２に配置されたとき、
第２クロージャ部３は、第１接触部３５で第１クロージャ部２の第１案内面２４１上をス
ライドすることが可能である。これにより、第２クロージャ部３は、閉じ方向Ｚと垂直に
偏向されて（図１Ｇに示された相対移動Ｒ２に対応する）、第１クロージャ部２および第
２クロージャ部３の形状結合面２３１，３３１が互いに形状結合（formschluessig in Ei
ngriff）によって係合し、閉じ方向Ｚと平行な、クロージャ部２，３を互いに分離する方
向への相対移動を防止する。
【００４４】
　第２クロージャ部３は、第１クロージャ部２の第１案内面２４１上でスライドするとき
、閉じ方向Ｚと垂直にせん断力が加えられて移動が偏向され、結果的に閉じ位置への相対
移動Ｒ２を生じさせる。このプロセスは、図１Ｇに示されているクロージャ装置１の中間
位置から、図１Ｉに示されている閉じ位置へのステップに対応する。
【００４５】
　これにより、ユーザは、略閉じ方向Ｚにクロージャ部２，３を互いに接するように配置
するだけでよいので、特に簡易な閉じプロセスが実現する。よって、形状係合部２３，３
３を互いに形状結合によって係止することは、案内面２４１，３４１を用いることで、ま
たは接触部２５，３５を用いることで発生するせん断力によってほとんど自動的に行われ
、結果的に相対移動Ｒ２が行われる。このとき、磁石部２１，３１の間の磁気吸引力によ
り、閉じプロセスが付加的にサポートされる。
【００４６】
　図１Ｉに示されているように、閉じ位置において、第１磁石部２１および第２磁石部３
１は、閉じ位置に移行させるために生じるせん断力が作用する方向と同一線上（すなわち
、相対移動Ｒ２の方向）に続けて配置されている。第１磁石部２１に設けられた第１永久
磁石２１１の第１磁化方向Ｍ１、および第２磁石部３１に設けられた第２永久磁石３１１
の第２磁化方向Ｍ２は、互いに平行であり、閉じ方向Ｚと実質的に垂直な方向を向いてい
る。第１磁石部２１および第２磁石部３１は、第１磁化方向Ｍ１および第２磁化方向Ｍ２
に対して互いに続けて配置（hintereinander angeordnet）されている。
【００４７】
　したがって、閉じ方向Ｚと垂直な方向における吸引磁力Ｋ１，Ｋ２は、外部のせん断力
が磁力Ｋ１，Ｋ２を越えない限り、クロージャ部２，３に相対移動Ｒ２と反対方向に作用
する外部のせん断力が加えられた場合であっても、クロージャ装置１を閉じ位置に保持す
る。したがって、クロージャ装置１が意図せず開いてしまうことを防止することが可能で
ある。対照的に、クロージャ部２，３に対して相対移動Ｒ２の方向に作用する外部のせん
断力は、閉じ位置における形状結合部２３，３３の形状結合による係合によって吸収する
ことが可能である。
【００４８】
　第１案内部２４，３４に加えて、２つのクロージャ部２，３にはそれぞれ第２案内部２
７，３７が設けられている。第２案内部２７，３７は、また、磁石部２１，３１を側方か
ら囲む形状結合部２３，３３において、閉じ方向Ｚに対して傾斜して延びる第２案内面２
７１，３７１として構成されている。
【００４９】
　第２案内部２７，３７の機能は、図１Ｅに示された中間位置から図１Ｇに示された中間
位置へのステップから明白である。したがって、第２案内部２７，３７は、クロージャ部
２，３が互いに接するように配置されたとき、閉じ方向Ｚと垂直な方向への互いに対する
クロージャ部２，３の第１の所定の相対移動Ｒ１を決定して、一方では、第１クロージャ
部２の第１案内部２４と、他方では第２クロージャ部３の第２案内部３４と、を互いに接
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触させるように構成されている（図１Ｇを参照）。
【００５０】
　このため、第１クロージャ部２の第２案内面２７１はそれぞれ、第２クロージャ部３の
第２案内面３７１の上でスライドする第２接触部２６を形成している。反対に、第２クロ
ージャ部３の第２案内面３７１はそれぞれ、第１クロージャ部２の第２案内面２７１の上
でスライドする第２接触部３６を形成している。
【００５１】
　例えば、第２クロージャ部３は、第１のステップにおいて、第１クロージャ部２の第２
案内面２７１の上で第２クロージャ部の第２接触部３６と共にスライドし、これにより、
閉じ方向Ｚと垂直に偏向されて（図１Ｅに示される第１の相対移動Ｒ１に対応する）、第
１クロージャ部２および第２クロージャ部３の第１案内面２４１，３４１を互いに接触さ
せる（図１Ｇを参照）。
【００５２】
　これにより、第２のステップにおいて、第２クロージャ部３は、図１Ｇおよび図１Ｉと
の関連で既に説明したように、第２の相対移動Ｒ２において、第１クロージャ部２の形状
結合部２３の方向に第１案内部２４に沿って移動し、その位置で係合し、クロージャ装置
１の閉じ位置の実現が可能である。第２の相対移動Ｒ２は、第１の相対移動Ｒ１と反対方
向に向いている。
【００５３】
　第２案内部２７，３７と第１案内部２４，３４との間の上述の相互作用により、クロー
ジャ部２，３が互いに接するように配置されたときにある程度の許容性が確保され、これ
により、ユーザにとってクロージャ装置１の閉じ動作が簡易化される。したがって、ユー
ザは、第１案内部２７，３７の領域において２つのクロージャ部２，３を互いに対して正
確に配置することを意識する必要はない。
【００５４】
　また、クロージャ部２，３が互いに接するように配置されたとき、第１クロージャ部２
を、第２案内部３７において偏向させることなく、他方のクロージャ部３の第１案内部３
４と直接接触させることも可能であることが明白である。このとき、第１案内部２４，３
４の幅全体の領域において接触がなされるので、特に正確に配置することは必要でない。
したがって、第１案内部２４，３４自体も位置付け動作の許容性に貢献し、これにより、
クロージャ装置１の特に簡易な閉じプロセスに貢献する。
【００５５】
　図２Ａは、本発明に係るクロージャ装置１の第２の典型的な実施形態の拡大斜視図であ
る。図２Ｂは、図２Ａに記載のクロージャ装置１の平面図である。図２Ｃは、図２Ｂに示
された切断線Ａ－Ａに沿った対応の断面図である。図２Ｄは、閉じ位置における第２の典
型的な実施形態に記載のクロージャ装置１の断面図である。
【００５６】
　図２Ａから図２Ｄに図示されたクロージャ装置１は、図１Ａから図１Ｉと関連して説明
したクロージャ装置１と同様の基本構造および機能を有する。したがって、第１の典型的
な実施形態についての上記説明は、原則として、図２Ａから図２Ｄに記載の第２の典型的
な実施形態にも適用される。
【００５７】
　しかしながら、第１の典型的な実施形態とは対照的に、図２Ａから図２Ｄに記載のクロ
ージャ装置１において、クロージャ装置に設けられた磁石部２１，３１および永久磁石２
１１，３１１の両方が、それぞれ、非矩形状の平行四辺形の形状の断面を有する（特に、
図２Ｃおよび図２Ｄを参照）。第１形状結合部２３および第２形状結合部３３はそれぞれ
、閉じ方向Ｚに対して傾斜して延びる磁石部２１，３１の面によって形成されている。
【００５８】
　特に、（図２Ａから図２Ｄの典型的な実施形態と同様に）少なくとも３つの第１磁石部
２１および結果的に少なくとも２つの中間空間２２を有するカスケード式の実施形態にお
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いて、この構成により次のような利点が得られる。第２クロージャ部３が、第１の中間空
間２２－１に第２クロージャ部が収容される第１の閉じ位置から外れて、第２の中間空間
２２－２に第２クロージャ部が収容される第２の閉じ位置に移動される場合、この移動は
、平行四辺形形状の断面を有する前記磁石部の側面がその形状によって力Ｆを偏向させる
ので、閉じ方向Ｚとは反対方向に作用する力によってクロージャ装置１を開くことなく、
閉じ方向Ｚと垂直な方向に加えられる力Ｆによって達成され得る。したがって、クロージ
ャ装置１は、同様に、一方の方向にはブロックされ、他方の方向には容易に調節すること
が可能なフリーランニング（Freilauf）として作用する。また、クロージャ装置１の開き
動作も特に簡易に行うことが可能である。
　以下、本発明に含まれる態様を記す。
　〔態様１〕２つの部品を着脱自在に連結するクロージャ装置（１）であって、
－ 互いに離間し、かつその間に中間空間（２２）を形成する少なくとも２つの第１磁石
部（２１）を有する第１クロージャ部（２）と、
－  少なくとも１つの第２磁石部（３１）を有する第２クロージャ部（３）と、
を備え、
  前記第１クロージャ部（２）および前記第２クロージャ部（３）は、前記クロージャ装
置（１）が、前記少なくとも１つの第２磁石部（３１）が前記中間空間（２２）に少なく
とも部分的に収容される閉じ位置を取るように、閉じ方向（Ｚ）に互いに接するように配
置することが可能であり、
  前記閉じ位置において、前記閉じ方向（Ｚ）と実質的に垂直な方向を向く吸引磁力（Ｋ
１，Ｋ２）が、一方では前記少なくとも１つの第２磁石部（３１）と、他方では前記中間
空間（２２）を形成している前記少なくとも２つの第１磁石部（２１）のそれぞれと、の
間に作用するクロージャ装置（１）において、
  前記第１クロージャ部（２）は少なくとも１つの第１形状結合部（２３）を有し、前記
第２クロージャ部（３）は少なくとも１つの第２形状結合部（３３）を有し、前記閉じ位
置において、前記少なくとも１つの第１形状結合部（２３）および前記少なくとも１つの
第２形状結合部（３３）が、互いに形状結合して、前記クロージャ部（２，３）が前記閉
じ方向（Ｚ）と平行に互いに対して相対移動することを防止することを特徴とするクロー
ジャ装置（１）。
　〔態様２〕態様１に記載のクロージャ装置（１）において、前記第１クロージャ部（２
）が、互いに等間隔で離間した複数の第１磁石部（２１）を有し、各場合において、２つ
の第１磁石部（２１）がその間に、前記閉じ位置において、前記少なくとも１つの第２磁
石部（３１）を少なくとも部分的に収容するように構成された中間空間（２２）を形成し
ていることを特徴とするクロージャ装置（１）。
　〔態様３〕２つの部品を着脱自在に連結するクロージャ装置（１）であって、
－  少なくとも１つの第１磁石部（２１）および少なくとも１つの第１形状結合部（２３
）を有する第１クロージャ部（２）と、
－  少なくとも１つの第２磁石部（３１）および少なくとも１つの第２形状結合部（３３
）を有する第２クロージャ部（３）と、
  を備え、
  前記第１クロージャ部（２）および前記第２クロージャ部（３）は、前記クロージャ装
置（１）が、前記少なくとも１つの第１磁石部（２１）と前記少なくとも１つの第２磁石
部（３１）の間に閉じ方向（Ｚ）と実質的に垂直な方向を向く吸引磁力（Ｋ１，Ｋ２）が
作用する閉じ位置を取るように、前記閉じ方向（Ｚ）に互いに接するように配置すること
が可能であり、
  さらに、前記閉じ位置において、前記少なくとも１つの第１形状結合部（２３）および
前記少なくとも１つの第２形状結合部（３３）は、互いに形状結合によって係合して、前
記クロージャ部（２，３）が前記閉じ方向（Ｚ）と平行に互いに対して相対移動すること
を防止するクロージャ装置（１）において、
  前記磁石部（２１，３１）の少なくとも一方は、非矩形状の平行四辺形の形状の断面を
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有しており、前記第１形状結合部（２３）および／または前記第２形状結合部（３３）は
、前記閉じ方向（Ｚ）に対して傾斜して延びる前記磁石部（２１，３１）の面によって形
成されていることを特徴とするクロージャ装置（１）。
　〔態様４〕態様３に記載のクロージャ装置（１）において、前記磁石部（２１，３１）
の少なくとも一方は、断面が非矩形状の平行四辺形の形状である永久磁石（２１１，３１
１）を備えることを特徴とするクロージャ装置（１）。
　〔態様５〕態様１から４のいずれか一態様に記載のクロージャ装置（１）において、前
記クロージャ部（２，３）の少なくとも一方に、少なくとも１つの第１案内部（２４，３
４）が設けられており、この第１案内部（２４、３４）は、前記クロージャ部（２，３）
が互いに接するように配置されたとき、前記閉じ方向（Ｚ）と垂直な方向への互いに対す
る前記クロージャ部（２，３）の相対移動（Ｒ２）をプリセットして、前記少なくとも１
つの第１形状結合部（２３）および前記少なくとも１つの第２形状結合部（３３）を互い
に形状結合によって係合させるように構成されていることを特徴とするクロージャ装置（
１）。
　〔態様６〕２つの部品を着脱自在に連結するクロージャ装置（１）であって、
－  少なくとも１つの第１磁石部（２１）および少なくとも１つの第１形状結合部（２３
）を有する第１クロージャ部（２）と、
－  少なくとも１つの第２磁石部（３１）および少なくとも１つの第２形状結合部（３３
）を有する第２クロージャ部（３）と、
  を備え、
  前記第１クロージャ部（２）および前記第２クロージャ部（３）は、前記クロージャ装
置（１）が、前記少なくとも１つの第１磁石部（２１）と前記少なくとも１つの第２磁石
部（３１）の間に閉じ方向（Ｚ）と実質的に垂直な方向を向く吸引磁力（Ｋ１，Ｋ２）が
作用する閉じ位置を取るように、前記閉じ方向（Ｚ）に互いに接するように配置し、かつ
前記閉じ方向（Ｚ）と垂直に適用されるせん断力を加えることが可能であり、
  さらに、前記閉じ位置において、前記少なくとも１つの第１形状結合部（２３）および
前記少なくとも１つの第２形状結合部（３３）は、互いに形状結合によって係合して、前
記クロージャ部（２，３）が前記閉じ方向（Ｚ）と平行に互いに対して相対移動すること
を防止するクロージャ装置（１）において、
  前記クロージャ部（２，３）の少なくとも一方に、少なくとも１つの第１案内部（２４
，３４）が設けられており、前記第１案内部（２４、３４）は、前記クロージャ部（２，
３）が互いに接するように配置されたとき、前記閉じ方向（Ｚ）と垂直な方向への互いに
対する前記クロージャ部（２，３）の相対移動（Ｒ２）をプリセットして、前記少なくと
も１つの第１形状結合部（２３）および前記少なくとも１つの第２形状結合部（３３）を
互いに形状結合によって係合させるように構成されており、
  前記少なくとも１つの第１磁石部（２１）および前記少なくとも１つの第２磁石部（３
１）が互いに続けて、かつ前記閉じ位置に移行させるために生じるせん断力が作用する方
向と同一線上に配置されていることを特徴とするクロージャ装置（１）。
　〔態様７〕態様６に記載のクロージャ装置（１）において、前記磁石部（２１，３１）
の少なくとも一方は、非矩形状の平行四辺形の形状の断面を有しており、前記第１形状結
合部（２３）および／または前記第２形状結合部（３３）は、前記閉じ方向（Ｚ）に対し
て傾斜して延びる前記磁石部（２１，３１）の面によって形成されていることを特徴とす
るクロージャ装置（１）。
　〔態様８〕態様５から７のいずれか一態様に記載のクロージャ装置（１）において、前
記少なくとも１つの第１案内部（２４，３４）は、前記閉じ方向（Ｚ）に対して傾斜して
延びる前記磁石部（２１，３１）の面によって形成されていることを特徴とするクロージ
ャ装置（１）。
　〔態様９〕２つの部品を着脱自在に連結するクロージャ装置（１）であって、
－  少なくとも１つの第１磁石部（２１）および少なくとも１つの第１形状結合部（２３
）を有する第１クロージャ部（２）と、
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－  少なくとも１つの第２磁石部（３１）および少なくとも１つの第２形状結合部（３３
）を有する第２クロージャ部（３）と、
  を備え、
  前記第１クロージャ部（２）および前記第２クロージャ部（３）は、前記クロージャ装
置（１）が、前記少なくとも１つの第１磁石部（２１）と前記少なくとも１つの第２磁石
部（３１）の間に閉じ方向（Ｚ）と実質的に垂直な方向を向く吸引磁力（Ｋ１，Ｋ２）が
作用する閉じ位置を取るように、前記閉じ方向（Ｚ）に互いに接するように配置すること
が可能であり、
  さらに、前記閉じ位置において、前記少なくとも１つの第１形状結合部（２３）および
前記少なくとも１つの第２形状結合部（３３）は、互いに形状結合によって係合して、前
記クロージャ部（２，３）が前記閉じ方向（Ｚ）と平行に互いに対して相対移動すること
を防止するクロージャ装置（１）において、
  少なくとも一方のクロージャ部（２，３）に、少なくとも１つの第１案内部（２４，３
４）および少なくとも１つの第２案内部（２７，３７）が設けられており、
  前記少なくとも１つの第２案内部（２７，３７）は、前記クロージャ部（２，３）が互
いに接するように配置されたとき、前記閉じ方向（Ｚ）と垂直な方向への互いに対する前
記クロージャ部（２，３）の第１の相対移動（Ｒ１）をプリセットして、それぞれの他方
のクロージャ部（３，２）を前記少なくとも１つの第１案内部（２４，３４）と接触させ
るように構成されており、
  前記少なくとも１つの第１案内部（２４，３４）は、前記クロージャ部（２，３）が互
いに接するように配置されたとき、前記閉じ方向（Ｚ）と垂直な方向への互いに対する前
記クロージャ部（２，３）の第２の相対移動（Ｒ２）をプリセットして、前記少なくとも
１つの第１形状結合部（２３）および前記少なくとも１つの第２形状結合部（３３）を互
いに形状結合によって係合させるように構成されていることを特徴とするクロージャ装置
（１）。
　〔態様１０〕態様５から９のいずれか一態様に記載のクロージャ装置（１）において、
前記少なくとも１つの第１案内部（２４，３４）は、前記閉じ方向（Ｚ）に対して傾斜し
て延びる少なくとも１つの第１案内面（２４１，３４１）を備え、および／または前記少
なくとも１つの第２案内部（２７，３７）は、前記閉じ方向（Ｚ）に対して傾斜して延び
る少なくとも１つの第２案内面（２７１，３７１）を備えることを特徴とするクロージャ
装置（１）。
　〔態様１１〕態様１０に記載のクロージャ装置（１）において、それぞれの他方のクロ
ージャ部（３，２）は、前記第１案内面（２４１，３４１）の上をスライドする少なくと
も１つの第１接触部（３５，２５）、および／または前記第２案内面（２７１，３７１）
の上をスライドする少なくとも１つの第２接触部（３６，２６）を有することを特徴とす
るクロージャ装置（１）。
　〔態様１２〕態様１から１１のいずれか一態様に記載のクロージャ装置（１）において
、前記少なくとも１つの第１形状結合部（２３）および／または前記少なくとも１つの第
２形状結合部（３３）は、前記閉じ方向（Ｚ）に対して傾斜して延びる形状結合面（２３
１，３３１）を有することを特徴とするクロージャ装置（１）。
　〔態様１３〕態様１から１２のいずれか一態様に記載のクロージャ装置（１）において
、前記少なくとも１つの第１形状結合部（２３）および／または前記少なくとも１つの第
２形状結合部（３３）は、それぞれの前記クロージャ部（２，３）におけるアンダーカッ
トによって形成されていることを特徴とするクロージャ装置（１）。
　〔態様１４〕態様１３に記載のクロージャ装置（１）において、それぞれの前記クロー
ジャ部（２，３）におけるアンダーカットによって形成された前記第１形状結合部（２３
）および／または前記第２形状結合部（３３）は、前記閉じ方向（Ｚ）に対して実質的に
垂直に延びる少なくとも１つの形状結合面を有することを特徴とするクロージャ装置（１
）。
　〔態様１５〕態様１から３のいずれか一態様に記載のクロージャ装置（１）において、
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前記少なくとも１つの第１磁石部（２１）が、第１磁化方向（Ｍ１）に磁化された少なく
とも１つの第１永久磁石（２１１）を備え、かつ前記少なくとも１つの第２磁石部（３１
）が、第２磁化方向（Ｍ２）に磁化された少なくとも１つの第２永久磁石（３１１）を備
えることを特徴とするクロージャ装置（１）。
　〔態様１６〕態様１５に記載のクロージャ装置（１）において、前記クロージャ装置（
１）の前記閉じ位置において、前記少なくとも１つの第１磁石部（２１）および前記少な
くとも１つの第２磁石部（３１）は、前記第１磁化方向（Ｍ１）および前記第２磁化方向
（Ｍ２）が互いに平行、かつ前記閉じ方向（Ｚ）と実質的に垂直な方向を向くように設け
られていることを特徴とするクロージャ装置（１）。
　〔態様１７〕態様１６に記載のクロージャ装置（１）において、前記クロージャ装置（
１）の前記閉じ位置において、前記少なくとも１つの第１磁石部（２１）および前記少な
くとも１つの第２磁石部（３１）は、前記第１磁化方向（Ｍ１）および前記第２磁化方向
（Ｍ２）に対して続けて配置されていることを特徴とするクロージャ装置（１）。
　〔態様１８〕態様１から１７のいずれか一態様に記載のクロージャ装置（１）において
、前記磁石部（２１，３１）の少なくとも一方および／または前記永久磁石（２１１，３
１１）の少なくとも一方は、非矩形状の平行四辺形の形状の断面を有することを特徴とす
るクロージャ装置（１）。
　〔態様１９〕態様１から１８のいずれか一態様に記載のクロージャ装置（１）において
、前記第１クロージャ部（２）および前記第２クロージャ部（３）は、前記第１永久磁石
（２１１）および前記第２永久磁石（３１１）のそれぞれの前記磁化方向（Ｍ１，Ｍ２）
は別にして構造的に同じに形成されていることを特徴とするクロージャ装置（１）。
　〔態様２０〕態様１から１９のいずれか一態様に記載のクロージャ装置（１）において
、前記第２クロージャ部（３）は、互いに等間隔で離間した複数の第２磁石部（３１）を
備え、各場合において、２つ第２磁石部（３１）がその間に、前記閉じ位置において、前
記少なくとも１つの第１磁石部（２１）を少なくとも部分的に収容するように構成された
中間空間（３２）を形成していることを特徴とするクロージャ装置（１）。
【符号の説明】
【００５９】
１     クロージャ装置
２     第１クロージャ部
２０   第１クロージャ部の基体
２１   第１磁石部
２１１ 第１永久磁石
２２，２２－１，２２－２    中間空間
２３   第１形状結合部
２３１ 第１形状結合面
２４   第１案内部
２４１ 第１案内面
２５   第１接触部
２６   第２接触部
２７   第２案内部
２７１ 第２案内面
３     第２クロージャ部
３０   第２クロージャ部の基体
３１   第２磁石部
３１１ 第２永久磁石
３３   第２形状結合部
３３１ 第２形状結合面
３４   第１案内部
３４１ 第１案内面
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３５   第１接触部
３６   第２接触部
３７   第２案内部
３７１ 第２案内面
Ｆ     力
Ｋ１，Ｋ２    磁力
Ｍ１   第１磁化方向
Ｍ２   第２磁化方向
Ｎ     Ｎ極
Ｒ１，Ｒ２    相対移動
Ｓ     Ｓ極
ＸＹ，Ｘ’Ｙ’       基体の延在平面
Ｚ     閉じ方向
 

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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